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表2 板倉町の将来人口推計（封鎖人口と開放人口）
板倉町将来人口推計（推計値実数、封鎖人口） （単位：人）
年 総 数 O ～14 歳 15～64 歳 65歳以上 (75歳以上)
1995年 15,933 2,546 9,957 3,030 1,154
2000 年 15.450 2,060 10,109 3.280 1.496
2005 年 15,390 1,996 10,011 3,383 1,828
2010 年 15,332 2,238 9,626 3.468 1,911
2015 年 15,191 2.411 8,900 3,880 1,873
2020年 14,925 2,385 8,335 4,205 1,875
2025年 14,564 2,176 8,184 4,203 2,217
板倉町将来人口推計（推計値実数、開放人口） （単位：人）
年 総 数 O ～14 歳 15 ～64 歳 65歳以上 (75歳以上)
1995年 15,533 2,546 9,957 3.030 1,154
2000 年 14.921 2.036 9,722 3,162 1,398
2005 年 14,283 1,811 9,302 3,170 1,635
2010 年 13,656 1,747 8.714 3,195 1,653
2015 年 13.017 1,711 7,706 3,600 1,590
2020 年 12,332 |,592 6,797 3,942 ＼,59O
2025 年 11,568 1,407 6,2目 3,950 1,922
資料:「都道府県別将来推計人ロー平成7(1995) ～37(2025) 年一平成9 年5 月推計」国立社会保障・人口問題研究所編集発行(1997
年8 月1 日発行) から東洋大学国際地域学部池田誠作成
以 上 の推計 に は、国 勢 調査 が1995 年時 点 であ るとい う統計 上 の制約 並 び に コー ホー ト法 とい う方
法論 上 の制約 か ら、板 倉町 にお け る最近 の開発 が反映 され てい ない という欠 点 はあ る ものの、 基 本
的 に は、 表2 の 「封 鎖人 口」 の推 計 値 に示 さ れてい る地 域本 来 の潜 在的 な人 口 が、 主 とし て若 年 層
の 転 出 を反映 し て いる 「開放 人 口」 の推 計 値 に みられ る ように持 続 で きな い長 期的 な傾 向 に あ る こ
と は明 ら かに なっ てい る。
板 倉 町 は、現 在、 第4 次総 合 計画 を策定 中 であ るが、 第3 次総 合 計 画策 定時 点 での板 倉 町 の 政策
的 な人 口 フレ ーム は次 の とお りで あ る。
「平 成12 年 の目標 人 口 をど の よう に設 定 する かは大 き な問題 で あ るが、 現在 本町 が 実施 中 の 開 発
プロ ジ ェ クト及 び 今後 の大 学設 置 、新 駅設 置 を核 とす る周 辺整 備構 想 、ニ ュ ータ ウ ン構 想 な どの 実
現 を含 め て、人 口 計画上 か ら 目標 年 次( 注:2000 年) の人 口規 模 を25,000 人 と設 定 す る。 基準 年 次 で
あ る昭 和60 年 に比 較し て9,000 人 の 政策 的付 加人 口 は、板 倉 町 第3 次総 合 計画 の諸 プ ロ ジェ ク ト に よ
り実現 を図 る。」
この よう な第3 次総 合計 画 の 目標 値 が、 前述 のコ ー ホート 法 に よる将来 人 口 の推 計 値 に は反 映 さ
れて い ない が、ここで推 計 さ れた 将来人 口が 意味す る こ とは、「ニュ ー タウ ン開 発 の人 口計 画 フレ ー
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であった。本調査その ものに関しては、公開講座に参加 されている方々という特殊な集団 について
の調査であり、回答数が少ないこともあるので、この結果をもとに板倉キャンパス周辺地域の意見
であ るというような推定が行 えるような調査ではないが、板倉 キャンパス周辺地域 の方々 について
本格的な調査を行う前の事前調査 として位置づけることは可能であると考えられる。 また、エコマ
ネーの導入についての可能性を検討する上では、貴重な予備的資料になるものと考えられる。
まず、回答者の属性は、図1 に示すとおりである（詳し くは付属資料1 を参照）。男女別にはほぼ
同数の回答者であったが、男性 は60歳以上 の割合が極めて高く、女性は40 歳代 と60歳代以上の割合
が高いという特性 が見られる。
エコマネーに関するアンケート結果は表4 に示すとおりである。まず、「エコマネーは面白そうだ





















き 泌mn皿 皿 認踊卜四! £aS禰 箆庫啄&mii 雀ー £^&!>i; 琢ーS)£≪^四
｜ ｜
面目 i
nginm9 ∩ クi; 人051015
注1 ：この調査は、2000 年10月2旧 に行われた公開講座 「四万十のく にか ら地域 発の地 球づく り」
て、エコマ ネーについて の講義 を行いな がら受 講生の方々のご協力を得て実施し たものである。
（講師：池田 誠） にお い
注2 ：回答総数77 人、未記入者数6 人、 有効回答数71 人であった。なお、 上記の問3 ～ 問6 について空欄で回 答さ れた方は









は い い い え わからない 総 計
回 答 数 62 1 8 71
構 成 比 ％ 87.3 1.4 11.3 100.0
間4 エコマネーは地域の交流やふれあいを活発にできると思い ますか？
は い い い え 不 明 総 計
回 答 数 51 2 18 71
構 成 比 ％ 71.8 2.8 25.4 100.0
間5 エコマネーは貴方の地域などで使えそうですか？
は い い い え わからない 総 計
回 答 数 27 4 40 71
構 成 比 ％ 38.0 5.6 56.3 100.0
間6 エコマネーについてもつと詳しい話を聞いてみたいですか？
は い い い え わからない 総 計
回 答 数 37 4 30 71




注2 ：回答総数77人、未記入者数6 人、有効回答数71人であった。なお、上記の問3 ～問6 について
空欄で回答された方 は「わからない」 または「不明」 と回答し たものとして処理を行った。
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注1 ：この調査は、2000 年10月21日に行 われた公開講座F 四万十の くにから地域発の地球づくり」（講師：池田誠）において、エ
コマ ネーについての講義を行いながら受講生 の方々のご協力を得て実施したものである。













性 別 男 性 女 性 不 明 総 計
は い 25 34 3 62
い い え I 1
わからない 7 1 8
総 計 33 35 3 71
構 成 比 ％ 46.5 49.3 4.2 100.0
注l ：この調査は、2000年10月21日に行われた公開講座「四万十のくにから
地域発の地球づくり」（講師：池田誠）において、エ コマネーについ





年齢別 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上 不 明 総 計
は い 1 2 4 15 10 28 2 62
い い え 1 I
わからない 2 ｜ 4 1 8
総 計 ｜ 2 4 18 H 32 3 71
構 成 比 ％ 1.4 2.8 5.6 25.4 15.5 45.1 4.2 100.0
注1 ：この調査は、2000年10月21日に行われた公開講座「四万十の くにから地域 発の地球づくり」mm ：池田誠）において、エコマ
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男 性 女 性 不 明 総 計 構成比％
10 歳 代 l 1 1.4
20 歳 代 2 2 2.8
30 歳 代 1 3 4 5.6
40 歳 代 7 H 18 25.4
50 歳 代 4 7 11 15.5
60歳 代 以 上 20 H 】 32 45.1
不 明 l 2 3 4.2
総 計 33 35 3 71 100.0
注1 ： この調査は、2000年10月2旧 に行われた公開講座「四万十の くにから地域発の地球づくり」m 師：池田誠）に
おいて、エコマネーについての講義を行いながら受講生の方々のご協力を得て実施し たものであ る。
付属資料2 ：エコマネーの単位と由来
単位＝ そ の 由 来 単位＝ そ の 由 来
wing 板倉では空つ風が多いため フ リ ー 自由にどこで も何人でも利用出来る




雷電(らいでん) 板倉の有名な雷電神社からとりました ホ ー ン 音の強弱
ニュータウン ニュータウン住民の相互秩序 ラ ッ キ ー 皆様方にお会いできて嬉しい。


















シ ャ イ ン
経験したみのり（輝き・シャイン）を頂
けて有難う。
フ ァ ー ム 我が家は趣味の農園をやっているので
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単位＝ そ の 由 来 単位＝ そ の 由 来
ク リ ー ン 奉仕活動を目的として つ つ じ 市のイメージがあるので
イ ズ ミ 大泉町（オオイズミマチ） GD( グッダイ) GoodDay シドニー五輪から
ウオーター 街花の水遣り、管理、清掃。 グ リ ー ン 豊かな町
コ ミ ュ コミュニティとコミュニケーション 富 （プ） 沢山たまると、うれし くなりそう。



















イ タ ク ラ 地域を明確に表すため 山(マウント) 人の善意が山の様に積み重なる
ぢ － 発音しやすい。爺々に通じる。 エ コ 最もわかり易い
ク リ ー ン いつもきれいに生活したい。 ノゝ - ト 心のつながり
時 間 ピ カ 雷のイメージとごろの良さから
cllar(クラー) 板倉の倉 倉が建つdollar に近い モ ク セ イ いつでも香りが良いように
ド ン グ リ ドングリ預金をしている小学校があります。 ド リ ー ム その行為によって夢が生まれるように
お ん あたたかい(温) ナ マ ズ 板倉町の名物漁
だ ん べ 言葉の終わりに「だんべ」を使うので ポ （歩） 自分の足で実行した単位
ア ゼ リ ア 市の花 愛 人間愛があるように
ヒューマン 人間的だから 点 共通した単位
ボ ラ ン ボランティア ル ー ト これからの活動の根になるものだから。


























































買 い物、ドライブ パッチワークを教える。 散歩の同行
清掃 16ミリ映写機の操作 昔話
樹木の手入れ 盆栽の手入れ 昔話
ぉ 掃除をしてあげる。 洗濯をしてあげる。 草取りをしてあげる。






















































































































年寄りの散歩の付き合い(150cllar) ねむい時の送迎（400cllar） 若い人のぉしぉ き（800cllar）
パソコンを個人でおしえて頂きたい 実家の草取りをお願いしたい。 庭の稲刈り
料理の手本 家庭の掃除 庭の手入れ
車が運転できないので、車で他所に
乗せてもらいたい。
料理講習 パソコンを教えて欲しい。
自動車の簡単な構造についての説明
→季節に合わせた整備がポイント
自動車の事故に遭ったとき（あって
は困るが）
パソコンの勉強
フルートの演奏方法 フラワーアレンジについて 本や書類の整理
パソコンの使い方 松の剪定 山歩きの案内
家屋（屋根、壁など）の修理方法、
アドバイス500 ナマズ（内容により
変化）
犬や猫を預けたい 酒づくり、ピールづくり、ワインづ
くりの実践
小さな親切 ボランティア 無償の奉仕
注：重複は別の方の記入ですので、そのまま表記してあり ます。
